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低入力電圧から15Aの高効率出力
LTM®4611は、小 型15mm×15mm×4.32mm LGA表 面
実装パッケージのスイッチ・モード降圧DC/DC µModule®レ
ギュレータです。スイッチング・コントローラ、MOSFET、イン
ダクタおよび関連部品はパッケージ内に収められています。
LTM4611は差動リモートセンス・アンプを内蔵しているので、
その出力電圧を0.8Vから入力電圧の300mV以内まで高
い精度で安定化し、1.5V～5.5Vの入力から15Aの出力を
高い効率で供給します。

LTM4611を使ってポイントオブロード（POL）ソリューション
を構成するのに、わずかな部品しか必要としません（図1を
参照）。CSSコンデンサにより、出力がスムーズに起動し、起
動の間の入力サージが電流を制限します。早い過渡応答と
良好な安定性を得るためにCFFとCPによってループ補償を
設定します。出力電圧(1.5V)は1個の抵抗(RSET)で設定
します。

図2に示されているように、最小入力電圧でさえ効率が並外
れています。

入力と出力のリップル
出力電圧リップルと過渡応答に対する要件を満たすため、低
ESRの出力コンデンサを使用します。低ESRのポリマー・コ
ンデンサとセラミック・コンデンサを併用すると、最小のノイズ
とスパイクで出力リップルを下げるのに十分です。Excelベー
スのLTpowerCAD™ 設計ツールを使用して、負荷の過渡
応答とループの安定性を最適化し、アプリケーションの負荷
ステップの要件を満たすように出力コンデンサを選択します。

L、LT、LTC、LTM、Linear Technology、LinearのロゴおよびµModuleはリニ
アテクノロジー社の登録商標です。LTPowerCADはリニアテクノロジー社の商標で
す。他の全ての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。

図2．図1の回路の 
効率

図1．1.8V～5.5V入力から 
1.5V出力(15Aの出力負荷電流)
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使わなくても優れた放熱を促進します。5Vから1.5Vへ変換
時に、空冷せずに3.5Wの電力損失を生じているLTM4611
の上部熱画像を図5に示します。

パワーMOSFET用の強力なゲート・ドライブを可能にするマ
イクロパワー・バイアス発生器により、LTM4611の内部自己
発熱は、1.8Vの低い入力電圧でさえも非常に低く保たれま
す。図6は3.2Wの電力損失を示しており、ホットスポットは
5V入力のときの位置からわずかに変化しています（公称表
面温度は60°Cです）。テストのセットアップおよび200 LFM
の空冷によってユニットの温度が10°C下がることを関連ビ
デオでご覧ください。

図5．5V入力から1.5V出力(15Aの出力負荷)。 
空冷せずに3.5Wの電力損失でホットスポットの 
表面温度が65°C

図4．1.8V入力から1.5V 
出力(15Aの出力負荷)。

図3．5V入力から1.5V出力(15Aの出力負荷)。

（7.5Aの負荷ステップと1µsの遷移時間のアプリケーショ
ンのガイダンスを、LTM4611のデータシートの表5に示し
ます。）この設計例では、4個の100µFセラミック・コンデン
サを使用します。15Aの負荷、20MHzの帯域幅制限での入
力と出力のリップルを図3と図4に示します。帯域幅制限の
ないリップル波形とテスト方法を関連ビデオでご覧ください。

この設計では入力電圧範囲が狭いので、入力コンデンサの
選択が重要です。入力トレースが長いと電圧降下が生じ、
µModuleレギュレータの低電圧ロックアウト(UVLO)検出
回路の不要なトリップを引き起こすことがあります。高い入
力電圧では一般に入力リップルは問題になりませんが、低い
入力電圧では大きな比率となって公称値を（UVLOの近く
まで）下回ることがあります。この場合、負荷電流が大きいと
きに十分に緩衝できないと、入力フィルタによる発振が生じ
ることがあるので、入力電圧リップルに対処する必要があり
ます。この設計では、大きな680µFのPOSCAPと2個の
47µFのセラミック・コンデンサを使って、ベンチテストで使用
した長さ1mの電源ケーブルを補償しています。

熱的に改善されたパッケージ
このデバイスはLGAパッケージなので、上面と底面の両方
から放熱することができ、メタル・シャーシやBGAヒートシン
クを簡単に使うことができます。この形状は、空冷を使っても

図6．1.8V入力から1.5V出力(15A
の出力負荷)。空冷せずに3.2Wの 
電力損失でホットスポットの表面温度
が65°C

まとめ
LTM4611は、低い電圧入力（1.5V～5.5V）から大きな
出力電流を必要とするPOLアプリケーションに最適な降圧
µModuleレギュレータです。全入力電圧範囲で効率と熱性
能が高く維持されるので、データストレージ、RAID、ATCA、
その他多くのアプリケーションの電気的および機構的なシス
テム設計が簡単になります。
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